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感謝状を手にする足田代表取締役社長

ポイントの対象となる子育てイベント

町
の
子
育
て
応
援
事
業
に
活
用
を

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
感
謝
状
贈
呈
式

　

9
月
17
日
、
町
役
場
で
、
企
業
版
ふ

る
さ
と
納
税
感
謝
状
贈
呈
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
（
地
方
創
生

応
援
税
制
）
と
は
、
地
域
再
生
法
の
認

定
地
方
公
共
団
体
が
実
施
す
る
事
業
に

対
し
て
企
業
が
寄
附
を
行
っ
た
場
合

に
、
税
制
上
の
優
遇
措
置
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

　

こ
の
度
、株
式
会
社
テ
レ
プ
ラ
ザ
（
足

田
憲
昭
代
表
取
締
役
社
長
）
か
ら
寄
附

を
い
た
だ
い
た
た
め
、
町
か
ら
感
謝
状

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
回
い
た
だ
い
た
寄
附
金
は
、
子
育

て
世
帯
の
支
援
策
の
一
つ
と
し
て
新
た

に
取
り
組
む
「
日
野
町
子
育
て
応
援
ポ

イ
ン
ト
」
事
業
に
活
用
し
ま
す
。

《
企
業
名
》
株
式
会
社
テ
レ
プ
ラ
ザ

代
表
取
締
役
社
長　

足
田
憲
昭

《
寄
附
年
月
》
令
和
7
年
6
月

《
寄
附
金
額
》
50
万
円

《
事
業
内
容
等
》
山
陰
両
県
で
７
店
舗

の
ド
コ
モ
シ
ョ
ッ
プ
を
運
営
。
行
政
と

連
携
し
た
フ
レ
イ
ル
予
防
の
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
教
室
の
開
催
、
デ
ジ
タ
ル
デ
バ

イ
ド
解
消
へ
の
支
援
な
ど
。

ま
ち
の
診
療
所
、
開
設
し
て
20
年

黒
坂
診
療
所
20
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト資料を用いてわかりやすく解説する孝田病院長
　

9
月
25
日
、
町
公
民
館
で
、「
黒
坂
診
療

所
20
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
」（
日
野
病
院
組

合
、
町
主
催
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

黒
坂
診
療
所
は
、
町
公
民
館
の
一
室
を
利

用
し
、
平
成
17
年
に
開
設
。
今
年
20
周
年
を

迎
え
ま
し
た
。
当
日
は
、
記
念
講
演
が
行
わ

れ
、
鳥
取
大
学
地
域
医
療
学
講
座
の
大
塚
裕

眞
先
生
と
、
日
野
病
院
の
孝
田
雅
彦
病
院
長

が
健
康
に
つ
い
て
講
演
を
行
い
ま
し
た
。
孝

田
病
院
長
は
、
嗜
好
品
と
サ
プ
リ
の
賢
い
選

び
方
に
つ
い
て
、
含
ま
れ
る
成
分
や
効
能
な

ど
を
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
ま
し
た
。

　

会
場
内
で
は
、
他
に
も
健
康
相
談
や
体
操

な
ど
多
く
の
催
し
も
の
が
行
わ
れ
、
大
変
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。

交
流
学
習
で
秋
の
実
り
を
実
感

日
野
高
校
と
日
野
学
園
が
稲
刈
り
交
流日野高生と一緒に刈った稲をハデかけ

　

9
月
11
日
、
日
野
高
校
黒
坂
施
設
で
、
日

野
学
園
5
年
生
14
人
と
日
野
高
校
ア
グ
リ
ラ

イ
フ
系
列
9
人
が
、
稲
刈
り
交
流
を
行
い
ま

し
た
。

　

こ
の
交
流
は
、
児
童
と
高
校
生
が
交
流
し

一
緒
に
体
験
す
る
こ
と
で
、
お
互
い
学
び
合

い
、
成
長
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

当
日
は
、
児
童
が
稲
を
刈
り
、
高
校
生
が
束

ね
、
ハ
デ
か
け
を
行
い
ま
し
た
。
お
互
い
に

協
力
し
て
作
業
が
進
ん
で
い
き
、
稲
刈
り
に

慣
れ
て
い
な
い
生
徒
た
ち
も
、
後
半
に
は
ス

ム
ー
ズ
に
作
業
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

児
童
に
手
を
貸
す
高
校
生
の
姿
も
見
え
、

実
の
あ
る
交
流
と
な
り
ま
し
た
。
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〝
幽
霊
滝
〟
に
ま
つ
わ
る
物
語
を
学
ぶ

小
泉
凡
さ
ん
が
小
泉
八
雲
由
来
の
地
を
訪
問

「幽霊滝」と呼ばれる龍王滝
　

9
月
26
日
、
島
根
県
立
大
学
短
期
大
学
部

名
誉
教
授
の
小
泉
凡
さ
ん
が
、
学
生
と
共
に

滝
山
公
園
（
中
菅
）
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

滝
山
公
園
に
あ
る
龍
王
滝
は
、
小
泉
八
雲

の
作
品
集「
骨
董
」の
一
編「
幽
霊
滝
の
伝
説
」

で
、
幽
霊
滝
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま

す
。
小
泉
八
雲
の
ひ
孫
に
あ
た
る
小
泉
凡
さ

ん
は
、
毎
年
授
業
の
一
環
と
し
て
学
生
を
連

れ
て
来
訪
し
、
地
域
の
歴
史
や
自
然
を
学
ん

で
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
イ
ノ
シ
シ
肉

の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や
味
噌
汁
、
新
米
の
お
に

ぎ
り
な
ど
を
振
る
舞
い
、
交
流
を
深
め
て
い

ま
し
た
。

児
童
と
大
学
生
が
力
を
合
わ
せ
大
盛
況

わ
く
わ
く
え
ん
に
ち
祭
り
・
移
動
動
物
園

ドキドキわくわくのポニー乗馬体験
　

9
月
21
日
、
日
野
学
園
校
庭
で
、「
わ
く

わ
く
え
ん
に
ち
祭
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

日
野
学
園
の
児
童
が
店
長
を
務
め
、
鳥
取

大
学
の
学
生
団
体
「
ば
ば
の
ば
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
が
サ
ポ
ー
ト
し
、
か
き
氷
や
ジ
ュ
ー
ス
、

ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
な
ど
の
店
を
出
店
。
多
く
の

家
族
連
れ
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
移
動
動
物
園
「
日
野
学
園
に
大
山

ト
ム
・
ソ
ー
ヤ
牧
場
が
や
っ
て
来
る
！
」（
黒

坂
フ
ェ
ス
タ
の
会
）
も
同
時
開
催
。
ヒ
ツ
ジ

や
ウ
サ
ギ
と
触
れ
合
え
た
り
、
ポ
ニ
ー
の
乗

馬
体
験
も
行
わ
れ
る
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
に

大
人
気
で
し
た
。

　8 月 31 日、根雨駅長
の谷村さん立会いのも
と、15 人が参加して上
菅駅の清掃作業を行いま
した。跨線橋の天井から
落ちて積もった錆びつい
た鉄くずやクモの巣を取
り除き、ここ数日の雨で背丈が高くなった駐車スペー
スやホームの雑草を刈り取りました。
　「できることをやらせて下さい」と小さな草刈り鎌
でフェンス下の草を黙々と刈る普段は見かけないお
母さん。後で聞いた話では、亡くなられたご主人が、
長く上菅駅で勤務されていたそうです。そういえば、
毎日上菅駅の清掃を行うお父さんも、「お爺さんが
上菅駅で勤務して自分たちを育ててくれた。その恩
返しです」と話されていました。それぞれの思いが
詰まった上菅駅がきれいになりました。

担当地区：菅福
佐々木 良明佐々木 良明
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集落支援員
だより

こ
れ
ま
で
を
振
り
返
り
、
伝
統
の
部
活
を
こ
れ
か
ら
も

鳥
取
県
日
野
高
等
学
校
郷
土
芸
能
部
30
周
年
記
念
公
演

オロチと対峙するスサノオノミコト
　

9
月
13
日
、
町
文
化
セ
ン
タ
ー
で
、「
鳥

取
県
日
野
高
等
学
校
郷
土
芸
能
部
30
周
年
記

念
公
演
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

記
念
式
典
の
部
で
は
、
現
部
長
や
部
の
Ｏ

Ｂ
な
ど
が
登
壇
し
、
部
へ
の
思
い
を
語
り
ま

し
た
。
ま
た
、
元
郷
土
芸
能
部
顧
問
の
小
谷

博
徳
さ
ん
が
、
部
の
成
り
立
ち
か
ら
、
大
会

で
活
躍
す
る
た
め
に
行
っ
た
工
夫
、
初
期
の

部
活
の
様
子
な
ど
を
話
し
ま
し
た
。

　

記
念
公
演
の
部
で
は
、
鳥
取
荒
神
神
楽
研

究
会
と
日
野
高
校
郷
土
芸
能
部
の
演
舞
が
披

露
さ
れ
、
会
場
か
ら
は
大
き
な
拍
手
が
送
ら

れ
ま
し
た
。


